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船舶事故調査報告書 

 

                              令和７年１月２２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 沈没 

発生日時 令和６年６月２２日 １９時４０分ごろ 

発生場所 沖縄県糸満市喜屋武
き ゃ ん

埼南西方沖 

 喜屋武埼灯台から真方位２４２°７０.５海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯２５°３１.０′ 東経１２６°３１.５′） 

事故の概要  引船BLUE
ブ ル ー

 STAR
ス タ ー

は、台船東洋
とうよう

１号をえい
．．

航して北東進中、東洋１号

が転覆して沈没した。 

事故調査の経過  令和６年７月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

Ａ 引船 BLUE STAR、２６５トン 

   １４３４９１、株式会社那覇タグサービス（Ａ社） 

   ３７.０１ｍ×９.６０ｍ×４.３０ｍ、鋼 

   ディーゼル機関２基、２,９４２kＷ（合計）、平成３１年１月 

Ｂ 台船 東洋１号、不詳 

   なし、ニライ海事建設株式会社（Ｂ社） 

   ４５.０ｍ×１３.０ｍ×３.０ｍ、鋼 

   機関なし、不詳 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ ４９歳 

   三級海技士（航海） 

    免 許 年 月 日 平成７年６月７日 

     免 状 交 付 年 月 日  令和２年５月２１日 

     免状有効期間満了日 令和７年６月６日   

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ 沈没（全損） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風速 約８m/s、視界 良好 

海象：波向 南、波高 約１ｍ、潮汐 上げ潮の末期  

事故の経過 Ａ船は、船長Ａ及び航海士（以下「航海士Ａ」という。）ほか３人

が乗り組み、沖縄県石垣市石垣港から沖縄県宮古島市池間島西方沖に

回航されてきた空船のＢ船と会合し、糸満市糸満漁港沖までえい
．．

航す

る目的で、池間島西方沖に向けて、令和６年６月２１日１９時００分
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ごろ沖縄県那覇港那覇ふ頭を出港した。 

Ｂ船は、２１日０７時００分ごろ、Ｂ社所有の他の引船（以下「Ｃ

船」という。）に無人及び空船の状態でえい
．．

航されて石垣港を出港

し、２２日０６時３０分ごろ池間島西方沖に到着した。 

Ａ船は、２２日０８時３０分ごろ池間島西方沖に到着し、Ｃ船から

Ｂ船のえい
．．

航を引き継いだ。 

船長Ａは、Ｂ船のえい
．．

航を引き継ぐ際、Ｃ船の船長（以下「船長

Ｃ」という。）から、Ｂ船のランプウェイ側（以下「船尾側」とい

う。）のシャックルを付ける構造物にえい
．．

航索を掛けてえい
．．

航する方

法で異常は認めなかったが、同構造物付近に錆が多く認められたこと

及び構造自体が少し弱いのでえい
．．

航方法を検討した方が良いとの進言

を受けた。 

船長Ａは、Ａ船をＢ船に接近させ、Ｂ船を目視で確認したが、船体

の傾きや外板等の状態に異常は認めなかったので、船長Ｃの進言を考

慮し、Ｂ船の連結部側（以下「船首側」という。）のビットにえい
．．

航

索を掛けてＢ船をえい
．．

航することとした。 

（写真１、写真２、図１ 参照） 

 

                

 

 

 

 

 

写真１ Ｂ船（Ｂ社提供）  写真２ Ｂ船の甲板（Ｂ社提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図１ Ｂ船の一般配置図 

 

Ａ船は、Ｂ船の船首側をえい
．．

航して引船列（以下「Ａ船引船列」と

いう。）を構成（えい
．．

航索の長さ約３３０ｍ）し、０８時５０分ごろ

ランプウェイ 

船尾側 

船首側（Ｂ船の連結部） 

船尾側 

船尾側 船首側 
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糸満漁港沖に向け発航した。 

Ａ船引船列は、宮古島市宮古島北東方沖を約８ノット（kn）の速力

（対地速力、以下同じ。）で北東進し、船長Ａが１３時００分ごろ航

海当直を航海士Ａから引き継いだ。 

船長Ａは、１４時００分ごろ、Ｂ船が船尾方から波を受けて左舷側

に少し傾いているのを認め、その後、Ｂ船の傾きが戻らないので、Ｂ

船の甲板下の船倉に海水が入ったものと思い、Ｂ社にＢ船が傾いてい

る状況を伝えたが、Ｂ船の傾斜の原因を調査することなく、約６kn の

速力に減速してＢ船の状態を監視することとし、えい
．．

航を継続した。 

 船長Ａは、１９時００分ごろ、昇橋してきた次直の航海士Ａに対

し、Ｂ船が傾いているので様子を見ながらえい
．．

航するよう指示し降橋

した。 

 航海士Ａは、航海当直を引き継ぎ、Ｂ船の傾きの変化に注意しなが

らえい
．．

航していたが、Ｂ船の傾きに変化はなく、特に不安を感じてい

なかった。 

 Ｂ船は、１９時３０分ごろ左舷側への傾きが増大して転覆した。 

航海士Ａは、船長Ａに船内電話でＢ船の転覆状況を説明し、船長Ａ

は、直ちに昇橋した後、Ｂ船の転覆を確認した。 

船長Ａは、その後、Ｂ船の船尾側が沈み始めたので、Ａ船がＢ船に

引き込まれて沈没する危険を感じえい
．．

航索を切断する準備を始めた。 

Ｂ船は、船長ＡがＡ船側のえい
．．

航索を切断する前にＢ船側のえい
．．

航

索が自然に外れ、１９時４０分ごろ船尾側を下にしてほぼ垂直に沈没

した。 

Ａ船は、船長ＡがＢ社担当者を経由して海上保安庁に本事故発生の

通報を行い、２３日０４時２０分ごろ那覇港那覇ふ頭に帰港した。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 Ｂ船は、本事故当時、船首尾共約２.５ｍの等喫水であり、乾舷の

高さは約３.０ｍであった。 

Ｂ船は、これまで石垣島周辺の港湾において、公共工事等の石材運

搬、重機運搬、ミキサー車運搬等に使用されていた。 

Ｂ社は、Ｂ船を山口県下松
くだまつ

市まで回航し廃船処理する目的で、石垣

港から池間島西方沖までの回航をＣ船に、池間島西方沖から糸満漁港

沖までの回航をＡ船に、糸満漁港沖から下松市までの回航を別の引船

にそれぞれ依頼していた。 

 Ｂ社担当者は、Ｂ船の前所有者から、Ｂ船の建造年が明確でないも

のの、建造から約３０年以上経過していること、過去に乗揚事故など

による修理を行ったことがないことを聞いていた。 

 Ｂ船は、推進機関を有しておらず、専ら石垣島周辺の作業に従事し

ていたので、船舶検査を受ける対象ではなかったが、糸満漁港沖まで

回航するにあたって、近海区域を航行することになることから、臨時



 

- 4 - 

航行検査を受けた。 

船長Ｃは、その際、船体に錆が認められるものの、左舷船尾側に設

置されている油圧ポンプを回すための配電盤等を確認するための点検

口ボルトが外された内部を確認し、特に異常は認めなかったので、Ｂ

船のえい
．．

航に特段問題はないと思っていた。 

船長Ａは、Ｂ船のえい
．．

航を引き継いだ際、Ｂ船全体に多くの錆を認

めたものの、漏水等の異常は認められず、また、過去にＢ船より錆の

多い船舶をえい
．．

航した経験があったので、今回のえい
．．

航にＢ船が耐え

られると思っていた。 

船長Ａは、えい
．．

航中のＢ船の傾きを認めた際、傾きが小さく、糸満

漁港沖まで８時間ほどであり、そのままＢ船のえい
．．

航を続けても支障

ないと思っていた。 

船長Ａは、本事故当時、少し風があったが追い風であり、風浪を右

舷後方から受けていたので、えい
．．

航に影響がある天候ではないと思っ

ていた。 

船長Ａ及び船長Ｃは、Ｂ船をえい
．．

航中に、波がＢ船の甲板上に打ち

込む様子は見ていなかった。 

船長Ａは、Ｂ船えい
．．

航の当初計画で、過去のえい
．．

航経験から速力を

６.５kn としていたものの、実際のえい
．．

航時の速力が約８kn 出ていた

のは右舷船尾方からの追い風の影響と思っていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

 

Ａ 不明、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ 不明 

Ａ なし、Ｂ 不明 

Ａ船引船列は、喜屋武埼南西方沖において、南からの波高約１ｍの

波がある状況下、約８kn の速力で北東進中、Ｂ船が、左舷側へ傾き始

め、約５時間半後、急に傾きが増大して転覆し、沈没したものと考え

られる。 

Ｂ船は、えい
．．

航中、船長Ａが、船尾方から波を受けて左舷側に少し

傾いているのを認め、その後、傾きが戻らないことを確認しているこ

とから、船尾方から波を受けてＢ船の内部に海水が浸入した可能性が

あると考えられる。 

船長Ａは、えい
．．

航中にＢ船の傾きを認めた際、傾きが小さく、糸満

漁港沖まで８時間ほどであり、そのままＢ船のえい
．．

航を続けても支障

ないと思っていたことから、Ｂ船の傾斜の原因について調査を実施し

なかったものと考えられる。 

Ｂ船は、転覆して沈没したことから、海水が浸入した状況及び転覆

して沈没に至った状況を明らかにすることができなかった。 

原因 本事故は、Ａ船引船列が、喜屋武埼南西方沖を北東進中、Ｂ船が、

左舷側へ傾いて転覆して沈没したものと考えられる。 
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Ｂ船は、えい
．．

航中、船尾方から波を受けて内部に海水が浸入した可

能性があると考えられるが、海水が浸入した状況及び転覆して沈没に

至った状況を明らかにすることができなかった。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・物件をえい
．．

航する船舶の船長は、えい
．．

航中、被えい
．．

航物に傾斜等

の異常を認めた場合は、可能な限り、傾斜の状況を調査し、必要

な安全措置を講ずるとともに、えい
．．

航が困難な場合は救助を要請

すること。 

・台船等を所有する会社は、外洋でえい
．．

航する作業を依頼する場合

等においては、警戒船を配備することが望ましい。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

沖縄島 

宮古島 

池間島 

喜屋武埼灯台 ☆ 

事故発生場所 
（令和６年６月２２日
１９時４０分ごろ発
生） 

×

 

石垣島 

Ａ列引船列の航跡（推定） 

那覇港那覇ふ頭 

糸満漁港 

鹿児島県奄美大島 


